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研究成果の概要（和文）： 
道徳性形成論においてこれまで援用されてきた「心」や「感情」など「内面」に焦点化した説

明モデルでは扱いきれない事象は、実は発話など言語のもつ遂行的な力（パフォーマティヴィ

ティ）に着目することによって分析可能であることが示された。本研究において申請者は、言

語のパフォーマティヴな力に着目した道徳性形成モデルを定式化し、その妥当性を示すととも

に、こんにち、その効果の高さで評価されているある実践プログラムを対象として分析するこ

とを通じて、より整合的に説明することが可能であることを明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Most theories of morality typically depend on a method of explanation that focusses  
on inward forms on our inner movements such as 'mind' and 'emotion.' However, it has 
been found that there are many cases that cannot be explained by such an inward form 
of analysis. In this study, a new model of analysis constructed using the idea of 
performativity – the power of language – which is suitable for analyzing difficult cases 
will be introduced. This study will show the utility and usability of the new model 
through analyzing its application in a highly evaluated practical program of moral 
education.  
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１．研究開始当初の背景 

多様な価値や文化が混在する現代社会に
あって、「道徳教育の危機」が繰り返し叫ば
れている。だが土戸が指摘するように、「道
徳の揺らぎ」と正面から向き合うことなく道
徳教育を「徳目授業」へとすり替える対処療
法的対応では、今日の道徳教育が抱える問題
状況を乗り越えることはできない（『＜道徳
＞は教えられるのか？』教育開発研究所、
2003 年）。では今日の道徳教育は、解決の糸
口をどこに見出せばよいのか。  

このとき手がかりとなりうるのが、このよ
うな「道徳の揺らぎ」の原因を、近代教育学
が依拠してきた人間形成モデルそのものの
破綻とみる先行研究である。例えば心理学領
域では、子どもの問題行動をその「心」の中
にのみ求めようとする心理主義化社会への
批判（小沢牧子編『子どもの＜心の危機＞は
ほんとうか?』教育開発研究所、2003 年）、ま
た教育哲学領域では、発達する「個性」への
助成的介入という従来のものとは異なる新
たな教育モデル構築の試み（例えば今井康雄
著『メディアの教育学―「教育」の再定義の
ために－』東京大学出版会、2004 年）など
が見出される。 
このように心理学、教育哲学の領域双方か

ら「心」や発達する「個性」など人間の内面
のみに焦点化した近代的な人間形成モデル
の妥当性が疑われている今、このモデルに依
拠したまま道徳教育実践を継続していくこ
とは困難であると考えられる。以上のことか
ら道徳教育において求められるのは、旧来の
人間形成モデルの限界を踏まえた新たな人
間形成モデルを模索すること、そしてそのモ
デルに依拠した新たな道徳教育モデルを再
構築することであると考えられる。 
 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、パフォーマティヴィテ
ィ概念を鍵概念とする新たな道徳教育実践
モデルを理論的に構築し、その可能性を明ら
かにすることにある。 
 「研究開始当初の背景」で述べた問題意識
から申請者はこれまで 

（１）「道徳の揺らぎ」の原因である人間
形成モデル破綻の要因を分析し、そして 
（２）これに代わる新たな人間形成モデル
を模索する、というかたちで研究を行って

きた。 
具体的には 
（１） 道徳教育における近代的な人間形成
モデルの典型である道徳性発達段階説を提
唱したコールバーグ（Lawrence Kohlberg）
および彼の思想の継承者たちに焦点をあわ
せ、彼らが展開する道徳教育実践が直面した
「破綻」にどのような対処がなされてきたか
を分析し、その結果、 
（２） 「破綻」への対処を繰り返す過程に
おいて、道徳性発達心理学の提唱者らが次第
に道徳性発達段階説に依拠した人間形成モ
デルとは異なる人間形成モデルへと接近し
ていることを明らかにしてきた。 
この新たな人間形成モデルを説明するた

めの鍵概念として申請者が注目したのがパ
フォーマティヴィティ（Perfomativity）＝パ
フォーマンス性である。 

パフォーマティヴィティに着目した先行
研究の萌芽は、道徳教育実践の領域・教育哲
学の領域双方において既に見出される。 

例えば道徳教育実践論領域では、主にアメ
リカ道徳教育実践において心理学者らがソ
ーシャルスキルに注目しつつある萌芽を確
認することができる。同様に日本の道徳教育
の研究領域においても生き方のスキルに焦
点化した道徳教育実践の可能性が指摘され
ている。このように、徳目主義からソーシャ
ルスキルやライフスキルなど道徳的行為へ
力点が移行するありようは、道徳教育実践研
究がパフォーマンスによる人間形成モデル
へと接近しつつあることを予感させる。しか
しこれらの実践は未だ人間の内面に焦点を
あてた人間形成モデルによる説明図式から
脱し切れておらず、体系的な理論を欠いたま
まである。 

他方で教育哲学領域においては、理性的な
精神力により自らをコントロールする自律
した人間モデルとは一線を画す、パフォーマ
ンスにより流動的に形成される人間形成モ
デルのもつ可能性にも注目が集まっている。
中でも特筆すべきは、現代言語哲学の「遂行
性（パフォーマティヴィティ）」概念（J.L.
オースティン）に触発された「言葉を話す」
パフォーマンス、すなわち言語による人間形
成という観点が提出されていることであり、
この観点を中心としたパフォーマンス性と
人間形成に焦点をあてた特集が Studies in 



Philosophy and Education において組まれ
ている（1999 年）。しかし、研究の端緒はま
だ切り開かれたばかりであるため、パフォー
マティヴィティ、中でも言語のパフォーマテ
ィヴィティと道徳教育との関係とを論じた
先行研究は未だ登場していない。 
 以上のことから本研究の目的は次のよう
になる。すなわち、一方で道徳教育研究にお
いて実践先行型で展開されている道徳的パ
フォーマンス能力育成の動向、他方で教育哲
学において開始された言語のパフォーマテ
ィヴィティの観点からみた人間形成モデル
構築の動向、この両者を理論的に架橋し、パ
フォーマティヴィティ概念に基づく道徳教
育モデルを新たに構築することが、本研究の
目的である。 
 
３．研究の方法 

本研究では、以下の三つの課題を遂行した。 

（１） パフォーマティヴィティによる

道徳性形成モデルの構築 

申請者は既に、習慣的な言語パフォーマン

スの反復による人間形成モデルについて、基

礎研究を終えている。 
本研究ではこの成果を踏まえ、国内外の

パフォーマティヴィティと道徳性形成に関

する最新の研究をレビューし、ある言語が

慣習的に反復されることによって、その言

語が外的に規範的な力を持ち始めるととも

に、その言語を反復する人間にもその言語

の規範性が内面化されていくメカニズムを

明らかにした。 
（２） パフォーマティヴィティによる

道徳性形成モデルから見た、道徳性発達理

論の再定式化 

近代的な人間形成モデルの典型である道

徳性発達心理学の研究者達が、実践現場にお

いて自ら依拠する人間形成モデルの「破綻」

への対処を繰り返した結果、これまでとは異

なる人間形成モデルへと接近しつつあるこ

とを申請者は既に明らかにしている。 
本研究では、この近代的な人間形成モデル

から「異なる人間形成モデル」への移行を描

き出すために、鍵概念として新たにパフォー

マティヴィティ概念を導入することを通じ

て、前者から後者への移行を（道徳性発達心

理学からではなく）パフォーマティヴィティ

による道徳性形成モデルから、包括的かつ整

合的に描き出すことを試みた。 
この課題を達成するために渡米し、資料収

集を行った。コールバーグの道徳教育実践期

の後半に編み出された民主的な討議による

組織運営を掲げるジャスト・コミュニティ

（Just Community、以後 J.C.と表記）実践

についての資料をはじめ、道徳性発達をめぐ

る諸資料を収集した。その際、道徳性発達段

階説や道徳性発達心理学をめぐる学術的な

諸論文ではなく、それらの学説を構築するた

めにコールバーグらが行った調査・分析のた

め膨大な一次資料を収集の対象とした。すな

わち、道徳性発達段階説を構築するための基

礎データとなったさまざまな被検者への聞

き取り調査、J.C.で過去行われた民主的討議

の際の発言の記録、当時 J.C.に在籍していた

生徒たちに対して行われたインタビュー、な

どである。 
申請者は、道徳性発達心理学による説明図

式を越え出る可能性をもつ説明図式として、

行為としての発話＝言語パフォーマンスを

経由した道徳性形成モデルという観点から

の分析を目指している。そのため、今回の課

題を達成するために集めた資料はあくまで

「話された言葉」に焦点化し、発話が織りな

すパフォーマティヴな力が、民主的な討議に

おいて J.C.実践全体をどう方向づけていっ

たのか、あるいは道徳性発達段階説構築に際

してどのようなタイプの発話が発達への証

だてとして拾い上げられていったのかを分

析することを通じて、発話のパフォーマティ

ヴィティが J.C.実践や道徳性発達段階説に

おいて構築されていく規範性を方向付けて

いくと同時に、それらに関わる構成員の道徳

的内面形成にも影響を及ぼしていることを

明らかにした。 
（３） パフォーマティヴィティを鍵概

念とした道徳教育実践モデルの提示 

申請者はこれまでの研究成果から、道徳教

育実践論の領域において、道徳性発達心理学

に代表される内面重視の道徳性形成モデル

からソーシャルスキルなど道徳的行為への

移行を確認している。 
本研究では、ソーシャルスキルトレーニン

グのプログラムとして最もその有効性を認

められているある実践プログラムに焦点を

あわせ、このプログラムを言語のパフォーマ

ティヴィティに依拠した道徳教育実践とし

て位置づけた。 
具体的にはその実践プログラムとは、セカ

ンドステップと名付けられたプログラムで

ある。申請者は、このプログラムを開発した

アメリカ・ワシントン州 Committee for 
Children（以後 CFC と表記）およびその日

本支 部であ る Committee for Children 
Japan（以後 CFCJ と表記）が主催するセカ

ンドステップ研修プログラムに参加、それを

履修するほか、CFCJ が発行するニュースレ

ター（ここに実践の情報が集まっている）や



CFCJ が取り扱うセカンドステップ実践キッ

ト、セカンドステッププログラムの基礎理論

となる諸文献（例えばアメリカの行動主義心

理学や、ソビエトのヴィゴツキー、ルリヤな

どの発達心理学のものが含まれる）を入手・

分析することを通じて、パフォーマティヴィ

ティを鍵概念とした道徳教育実践という観

点から見た、セカンドステップの諸特徴を抽

出した。 
  
 最終的に、課題（３）を遂行することによ

って明らかになったある道徳教育実践モデ

ルの実践的有効性を、課題（１）（２）を遂

行することによって理論化されたパフォー

マティヴィティによる道徳性形成モデルに

よって理論的に裏付けることによって、パフ

ォーマティヴィティによる人間形成論に基

づく道徳教育実践モデルを提示することを

目指した。 
 
４．研究成果 
  

 これまでの研究成果から申請者は、パフォ

ーマティヴィティを鍵概念とすることを通

して、従来の道徳性形成モデルを再定式化す

ることができた。 

 通常、「心」や「感情」など人間の内面に

関わるものは、その存在が自明視され、道徳

教育においてもそれへの働きかけこそが教

育的な作用であると考えられがちである。だ

が本研究では以下の手続きを通して、そのよ

うに自明視されている内面形成としての道

徳性形成モデルを覆した。 

すなわち、 
（１） パフォーマティヴィティという

分析概念に着目し、言語のもつ力が外的に規

範的な影響力を及ぼすと同時に、発話を反復

する主体内にもその規範性が内面化されてい

く道徳性形成のメカニズムを明らかにした。 
（２） 次に、この新たな道徳性形成モデ

ルを手がかりに、従来の道徳性形成モデルの

再定式化を試みた。具体的な手続きとしては

コールバーグとその継承者らが展開する道徳

性発達段階説に着目し、発話のパフォーマテ

ィヴィティこそがこれらの理論構築や実践の

方向づけに強く影響しつつ、規範性をつくり

あげていることを明らかにした。 
（３） さらに、このパフォーマティヴィ

ティによる道徳性形成モデルを手がかりにし

ながら、こんにちその実践性を広く認められ

ている道徳教育実践に関する情報収集・分析

をおこなった。その結果、道徳教育実践論と

して近年とりわけ注目されているセカンドス

テップは、自らが依拠する「道徳と情動

（emotion）」による説明図式によるものでは

なく、むしろ本研究において提示したパフォ

ーマティヴィティによる道徳性形成モデルに

依拠することにより、より十全に整合的に説

明し分析することが可能であることが示され

た。 
以上の研究成果は、次のようにまとめられ

る。すなわち、道徳性形成論においてこれま

で自明視されてきた「心」や「感情」など「内

面」的なファクターは、実は発話など言語的

なものを通じて遂行されていることが明らか

となる。本研究において申請者は、言語のパ

フォーマティヴな力に着目した道徳性形成モ

デルを定式化し、その説明可能性・有用性を

示すことができた。 
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